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本報告書は、被災市街地等における街なか再生プロジェクトに係わる土地利用促
進等に関し、まちづくりを進める上で参考となる内容について、ケーススタディ
の中で出た議論や提案等を広く収録したものである。
また、報告書における試算は復興交付金を活用した想定で行っているが、交付を
受けるには、地方公共団体が国に申請し、認められる必要がある。
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